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知 土 土 土 大 特 一
事 地 地 地 規 定 般
権 改 改 改 模 調 競
限 良 良 良 小 達 争
に 事 区 区 売 契 入
係 業 連 の 店 約 札
る の 合 役 舗 に の
保 計 の 員 立 係 実

第

〇 〇 〇
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する

有き
をで

営 いて な 知
道
海
北
、
は

。で とん こ

提提審

申資請
申アイウ

先を

出 審類出査 請
格書

タ
ー

の提の行 の先 査を

４

力
入

て格申資な受

及め資ら
。 請

小協い審格い

中び
組との査付 企業る査審

達に類

等合き申の の 業

也加、
参は

３

す
年つの

下てに経

法 随資中以い
第 企 には掲済 格律 小 時

業 来中、げ産 要
等 庁件小当る業

こ北提第
し企該資局 号

。道す項

設と海出１

の
場根るの

置
道道バ受日納な

ー日は
が、

曜 が庁イ注以品お

ーびで上

日 指近ザ及下
、 定接

生
に
事

すにが納休き記

活
タ

リーー。

ベキデと
こ

っ の イチ漏

ァンの

フパ

と

請す在た 名 方申出所

とは

、こき

法はる称地
海海審

くにに北北、

次

結

）げり道道査

。掲よ

を

申わ健幌果

る行保札
請

書け祉中申

請な福市

協に。請申時

のれ部央

っ時期は間

同あの請
時

午

法は及平

合て期、

組
第、び成

前 ３設提

時 第の方１

９ 条立出年

か ４際法月

ら 号に
掲格午 に資日

同 、業中格長 ） の協

後

行 ３ 組 受等小要が 特第
業はう 条 合 注例協企件

は組等適官 第 法 又同

し需 項 昭 納合協用公 １

がと組な適 第 和 品」同
。組 号 年 でい合い格 ７

律 る。は合 に 法 きう又

及業証 げ 第 者）協の 掲

で
日

曜 る事常品日るの

土
とで時

日 記業勤体」者

てにいあ以

及 録所し制

体有いつうる外

び 媒を

も

民 、しるい。こで

国
以。道

の 記てこて）と

日 仕り。外が

祝 録おと

関 でそ日務

に 様、の業

る 品事、行

す 納ので執

改

を要、

能ーい

機ャえ
６、

るがん

す数ざ

有員
エ上及

タ以失

ー名減

デ

者

リる損

トあ棄

ンでび

通

出な健北に

提ば保区
す

にな防条知

先ら予３
丁。

当。６る

、い課西

出
提目

該

六 先

一

有）５

げを月

に
示

指
の

で

業るらま

企すか時

る
組者
合で日

土 あ
のま

日 下も）

曜 以る金

、

成間曜 業構の

日 企がで

合員に日 組

あび組明 る
が有 業 ）

る中合を 協 号

合 ３

と企、す 組 第

こ小
団のと 条

。業次る

のず。 下 規
体いき 以 に
組れ 定

組 中
にに 業 る
織か 協 す

るす 」 企
す当 合 小

関該

律 可所の必

法 が業道上

能に指要

和 あ力す判

昭 で入定と

る用る断

法 とロのる 年 こプ日す
は 第 ラ後合 律 。グ午場

ム１

を時、

こを

成来の ）

作に道 号

る

をす

器。止

機と防

ー

全

有安

上の

以め

台た

４

よ

こ置

る措

い策

て対

し

び 」のし及

た
し
成

作
り

数れ日

い半け休

と過な

業

）占な除

。をばを

う

き う 協
律と い 等

法る と
に２

和、 組）
昭は 。 同
合

に 定

きし示 規

で庁指 に

ー注り る

ス受よ す

る、

て
じ

。講

とを

パ休又、 る
い



入

特数特達

価調契納

イ

る期場

疾疾す

定定を約

量床務間所

臨臨役

患患

床

北 海

１ 北

次 海

の平入ア 道

と成札調 告

に達調 お 示

り年付を達 第

一１すすを

般月るるす 号

事役る 競
争日項務役

道 公 報

６７

資資に有資格

資約資資
有

格効 の格係格格を

格

一１のす の期 有のるは
の 期効般のる 有間 効有

喪者 効
及間争にが 期更

間期競

第

行格再再し

をアイウ成
請申 申 う資中を企申た

す組し請 請

こ格小有業

が有業る合よ書

とを企

を 方 です等も又う類

の

きる協のはと

号

５
格再次

資
平申 審の

成査い
十

のず 請
四

再のれ
年

事か
一

北北

査査仕

調調の

に 申

人人等成海海

個個様平
道道 票票

入２幌健

の年札保

デ

中祉

ー疾札月市福

明央部 日 タ患説
か 入

類及北健 ら 力種書区保

入の務

月 務び３予 ３ 業

称名

札名の
数

下び

以及称

失２

。
う

い
と

」
札

入量

、札めに

び間は入新定

格落契定

該資のる規

当

有決にる

間を札約す

期

るのる格

更す定係資

の

認まの件

手と日も要

新

当

たとあ該

めででに

続

者同で協法す提

旨する

者し

。の組あ業る出

る
該も合はな

当合る組
にあ４れ

資企ので、け
な

に組限るのば

格業
るを。格のら

係合る資
を有請い

営除）を申な

る類

を。変す書。

業く
相）更

月請由該

十当

五す

日

き
引

で
者

る

火

き
続

曜

格
資

日

の要条防

を

西課
丁 ま ち達仕６ 日 う調求
数に

疾定書目 で 、予様
。

とる

ご量よ

患
の
１
枚

す北

施
実

を
）

り
た
当枚

るたし

堀
事
知

。道

る海

有こ

知、い

通。めな

の
た間な

っ期と

あ効と

が

き

ら新と

か更た

日のっ

行、

の、は

１は

で提

続でし者の

にわ資

の先

合るもそ出

、あた
を成、

又格構に

併資の

提

渡すを該

譲有員当

は
でし先

よ者更出

にる変

示

継のも指

承そたの

り

も
る

す
と

う
よ

得

し構の

力
入
の

査
審
格
資
、
は
の

単

札

開に入入こ入入

そ号

は場金書

札掲札札の札

るの、合額に ののげ書

９

也
達

入記特にに記

時

務限者

８

落約

規 落すの各を契要

て囲札札書

則 札べ範入

成

と のの内金者作

」 者
札あすの

い 決入で額と

る。失

めいを

定な格
定

５６７
。

契う

札交交便便

入入入郵郵

付付にび

保説等及 札
札

方る報

金書よ電 保証明

り

も員よ

た成に

はの場

の
３４

資作

約海札入入開開

契北入

項札行札札札札

条道執

示市場場日場日

を幌の

す

入平有
を

２

請
申
再
の

る

札成
に

に す海。

加北と

参年こ

いるす

お札載定お係載

法患て消る

い 他及方疾

税額

、こ臨、費金

てび
に公調価及は

２の床単
個、地消

規告査はび、
消税

す定人小方費

定に
資るを点費等

るめ票数

札患下係

格入疾以税に

を

う

価。否

。 方金る単る要

第札）

） 法額入

単に

価有そ
れ １ がなぞ 第 ）効れ 条
海に入 の

北札の 項 、入
定 に
財る予 定
道限力 規

法札よ

、交入に

証

務。

す関入

除にる

金免付所

札

。る海海のは

るす北北

項札保所認

事道道場、

付い

市福交な

幌健でめ

所

区保る

央部す。

中祉

び

場央及所時所時

す中
北日

所区

海海成にに

３時北北平
同同

条
西道道
赤１。。

６札庁年じじ

目市れ月

丁幌
中ん

告
る道

海区庁

北央が日

必第
に示
者

要
特

る
す

定
格規

資に
な号

１下課

有にご第以る

定

なすに位税

し関と
枚で費業

いる１ま消事
等で

の件当記税者

者条
た違りす」あ しにた載
単こいか 入反のるとる
。税 、た価とう免 札し

業 務札記）事 財入で。

を数 り
規）枚 よ

は載の

しを 定
則

て そ
和者じ た

昭た乗 め
の

額 れ
北ちた ぞ

年う得 れ
規札合 予

道入の の
海、

） 格
第記額 価

則書計 定
載

６
西課
条防
３予

北健。

保３１前

道北舎午

目
丁

健条階
会

部丁号

祉６５

福西時

患
疾

課
防
予室

健議

保目

票
人
個

査
調

床
臨

六の

二

則、す取者 規 入
タ

ー
デ

効こいあ 第無る扱で

ととる

。
各るを

す。か 条

号のが
で ）
以札低 価

。入最 単
価あ の

下総

格
資
の

務
業

力

財制額る



随随地規契

品の

５６７

又 方 約意意定約

等 契

平 は 自 の契契にに

成 特 治 相約約よ関

十 定 法 手にるす

四 役 施 方よ。る

年 務 行 をっ事

一 決た務

北 海

２３４

プ随平随随

ラ意成意氏住意

契契 テ契
リ約年約名所約

のに アの
相月相係円

手６手日東る

方日方本京契

道 公 報

１ 北

次 海

の平随 道

と成意 告

契

こ詳

お 示 の細

り年約 第

随１に

入は
札、

意月係 号

る

の入
執札契

行説約日物

第

約名所の

契こ

アイアイ

内

すの 在 関告

に公

日場
時所事称地容

る

号

ずお合札

わなた入

問し
額会

消消金明

、、計説

等相１日

税税にの

費費

の 令

月 調 定理を

十 達 昭 し由担

五 手 和 た当

日 手す 続
例 令織

特 政組

の 年 続る

を 第の

火 名 定
め 号称

曜

政 第び

る ）及

日 所

イ荒金

輸をのバ都約

令

区

代定名オ川額

入決氏

日

一たびラ東

行し及・
・里

所ド暮

式日住ッ
ラ５

ト－ トラ７ ッボ－ セ

リ

手の

、書相等

は明の品

するを称

開よ方名

公に

量

し数

。定び

る。決及

北郵電定

を予

務は

。
た

海当海便話で

平北北担

道道す道番番あ

成海

健、

年札庁る保号号り

１幌４組

変 月市階織福

中の祉－－更
す 日央総名部

る － 区合称保

午北企及健こ
と 後３画び予北

満び

き額未及

抜当円時

相当端所

格、の場

価は
金あ

額代が

当該数
は

）求き

価請と

単のる

すと、

との

在

条
政 １年 第７ ２成 の平地

３第 第令 項
号

共
公第

方）
号 地

ー
会パ

式モ
株ス

ズコ
ー

堀
事
知
道
海
北

ル
ビ
ク
社

も

在課道有

２条部所防海
線 ６議地札り 内 時西会

る

丁室幌得

目市
中－。

央

るきそ

丁
６
西
条
３
北
区

金

。算数

と加端

こにの
り

と切
こを
る額

す
当）
相。
税る
費て
消捨

アイ

物項
の１

体第
条 団

会 規規 式式 大小大 株株

小小 社社 売 模模 会

函函変大変平上

館館更規変更成記

フ市し模更す
１変

ァ豊よ小前る年の

也
達

ク川う売）年

規 式同 大名設大 株協 氏
小小 社合 置 模模 会組 規

なの月

り域５１

目

売売

平届

大大
規規お生

事

模模、活日成出

小小同環ま
に１の

売売法境で年項

舗８保北月概

店店第の

算
加
を
額。

舗
海
北

告
道

名所

示 在

第 称地

号

舗 長ル 店店 業魚マ 売売

お施 品ツ にの 者食カ 舗

代 小配

ての 産 い名設 興

取取 業に 表表 売代置 代

る 役役 行表す 締締 を関

月月更
う

ト町と店

に 日 す舗 リ

日係 ー番る内
事のる
の

号項店も

後 積外 更 か面以 変 ほ舗
合事 ） のの
項 計

食 舗舗 長長 店店 者魚魚

代代 置称

設名 品 を名の

者所 取 るび 表 表 す代及

名
氏地 役事 の表在 締理

要
は沢沢 又者柳柳

立の条持海

置２た渡

地設第の道日

者項め島

法
成ら規慮庁

平かの配支

変定す商

法に基き労

年更にべ工

第いき項観

律つづ事働

て、に光

市
海幌
北札

号届当つ課

３
祉北

福区
健央
保中
道

事

目
丁

課６
務西
総条
部

人
法沢沢 の者項 柳柳 者

代住函函 び
及勝勝 名名

市市 表館館

六 大豊 者

三

び町町 並手川 名

３

函函 び
及勝勝 称名

名

に

大大 並市市 所館館 住住

人３３ 法町町 に手手 び
っ号号 あ所６６ に番番

附が大て到

）出該いに

第っ模見す

則あ規意着

条。売有よ

５た小をる

１舗る提海

第店すう北

の設はす知

項を者出道
堀

定す書こ

規置、る事

番番 よ者にが

にる面と

住６

の
者
表

代
は

て

号号 所所

る達

、そりき

りがよで

也

の周成。

次の平

と辺

お地年



り域５ 北

大大なの月 海

規規お生 道

模模、活日 告

小小同環ま

午

示

売売法境で

前

第

店店第のに

９
時

舗舗８保北 号

第の道

ら立の条持海

か
午地設

北 海

３
出縦北北縦平す縦

届関
法時

書覧海海覧成る覧

等場道道期
島１

の所経渡間年律間

縦済

和

覧部支月昭

地庁

道 公 報

出成
届平

２
年

来午駐２荷午月年

客前車かさ前日

が６場所ば６月

駐時のき時

車か自施か日

第

ウ
規式式 廃規大小株株 大

社社 売 物小模会会 棄模
の店売

等売小

号

平
成駐駐荷
十車輪さ
四場場ば
年ののき
一

勝

後法置２た十

収収施

５者項め

ら規慮庁

時平かの配支

成
変定す商 分

に基き労

ま年更にべ工

き項観

律つづ事働

で法
て、に光

第い
）出該いに

号届当つ課

附が大て到

域商日

産工年
か第

課働）律

業労火法

観
光ら

） 月号 課５
に
定

規 日

午

場ら動設ら

る ）す 水

９

利後のお後

を午車に

出い 用
るま口荷ま

す時入て時

がき

と数ば

こでのさで

魚マ

時こ

るう

き行

でを

カ 管の舗長ル 保舗店業

設設お品ツ 施施に者食

小

容運て産 ののい名興

業前前 方売開午午 量営
関行時時 にを店６６ 法

刻 る者
すう時

月容容設

十台台の

五数数面

日積

火

曜

日な

第っ模見す

則あ規意着

条。売有よ

５た小をる
者出

１舗る提

第店すう

規置、る

の設はす

項を
にが

にる面と

定す書こ

、そりき

りがよで

よ者

を
日 で休 ま

曜
土） 、。 日く 曜除 日

で

帯が

間と

民
国
び
及
日

事の

帯
間
時

る
き 時後後 店閉午午 項開

店９

時
店刻 閉

び時 及時時 刻
刻

の周成。

次の平る

台し

と辺

お地年
上て

成ア

変平
更成年記大は
規代 ８ 変午す

小者

更前る年月の模表

変

に
日
祝
の

後９年２

時
前店

閉変開閉来変午閉

が前９の

店更店店客更

時後時時

アイ

更大大

変

更店

し規変変規大変開

小模前時

よ模更更模規

う小前後

広

大名安東不大帯帯

氏

産模サ市

規田京動規広

小託中企小テ西

模信都
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は、月 号

年、一
北般日道

号

町先
磯地

平久ま
成根で
十別

四３

年丁 一

成海幌海尻

平北札北利

道市道郡

央事尻

年中知利

北堀士

月区富

也字

西達泊

条鴛

日３町

とはる

正の書す

丁大

６

律出海

法り北

年お、。

が稚

第願道

第た木

）っ土

後号あ内

条業

２。現

第所

端幌で 野 見美ま 昭

野町
前前

変後

線
幌

美間番字

敷
前別

更の
地

建覧

第道縦

律海の道

法

設に
路る 第

道す ）部供 号

整。
北 の

び 項

及 １

課 第

備 条

目 月
十
五番

日

後

火

曜

日

目磯
有 知公 道の 海先 北地

番

１に

堀面
水 事

項備

にて

定い

で規置

まのえ

り告

よ、

、示

公の

有日

の起

面ら

水か

の

でらでら

かまかまか 幅
延

員ら よ

網 に

道 定

海 規

国重
長

現道 道

木海 、

土北 り

走

堀 域

に 区

所事 の

業知 路

い の

置 次

え を

備

らで
かま

の

也
達

北

公埋

５

海

有立平 道

水て成

埋

告 立 面

面を 示 地埋免年 第

立許１ の の

法し月 用号

の３

てて

立し

埋算

地 地地地

ののののののの

間
と区
等複
道

地地地地

４

の

に
て
面立位区

埋

お

て達 と

地地す

のの関

変示
告也 り

、

地地地

ののののののの

地地地地

区

地
の

点積途た
正
大。日

漁
港年 の

施法 地

設律

か用第

点
ら地

２

角第

向）

方号

点点点点点点点

等方のののののの

三ら

点点

三向地地地地地地

かかかか

角角点点点点

かか 点

らららららら

於方方方方方方 度
向向向向向向

泊角角角角角角 分 頓
秒

地ま

事
工

点点積る置域

の利次

施尻の点れ のの

とた 行郡 地地

区利のを区
ん

かか域尻地結域

点点

線

方方士かだ

らら富点
及

向向町ら
泊のび

角角鴛

点点点点点点点
地

方ののののののの

ら

点点点

向地地地地地地

かかかかか

角点点点点

かか
ららららららら

方方方方方方方 度
向向向向向向向

角角角角角角角 分

点
等 の地

次の三

域点
秒

ん
点結
点 地を

角 のと
三

線
頓 らだ

於 か
のに
泊

条
第 度

１
項 分

の
よ 向に 方定 の規 秒

り
、

度

と 地の の次

の度度度度度 北
緯

分 方
向分分分分分

度

秒 秒秒秒秒秒の ののののの 分

方 方方方方方

の向向向向向 秒向

、地
東点
経の の のののの地

地地地地点 度地

字地
大点の 度度

磯ま地
で点 分分

をと 秒秒番

地 方方先次の のの地順
結点 向向に
んと
だを
線結
だ 地の、ん の
地

度 の度度度度度度

方分 向分分分分分分

秒 秒秒秒秒秒秒 の のののののの 方 方方方方方方

の向向向向向向 向

地
点

のののの

点地地 の地地地 地のの

まて
緯 点っ

北 地よ
をま
度 で囲

次た
分 順れ

、 結域
秒 に区

六東 ん

八

線経 だ
及

点

面
水
有

公
り
お 点 び度

点点点点

分

よ
地に

点の線 点

か
）

秒

て
とっ

点

点点点 地点点点

の囲

の分

地

か

と）

点秒



平
成
十 ののののののの

四 地地地地地地地

年 点点点点点点点

一

北 海

７８９
地地地地

のののののの

点点点点点点

地地

道 公 報

のののの

１２３４５６
点点

地地地地地地

のの

点点点点

第

３
の区

者
表立

住代位区

埋

所名域置域

氏

号

１２
け 年受 のを

許許名

免免
日者称

た 月

月
十
五 ののののののの

日

点点点

地地地地地地地

かかかかかか

点点点点

方方

ららららららら

か
方方方方方

火

角角角

向向向向向向向

角角角角

曜

度度度度度度度日

３分度 ６７８９

級 ののののの

秒 基 地地地地地分

準 点点点点点
点 かかかかか秒

らららららの

方方方方方方

－＝ 向向向向向向

角角角角角－
の １
度地 度度度度

の 点

のの

３分度１２３４５

ののの 級

点点

秒 基分地地地地地

点点点 準
点秒かかかかか

のららららら

方方方方方方
角角

－＝向向向向向向

角角角 －
の

度 度 度度度 地
点の

地地よ

札北小次ののに

道市１点点っ

幌海樽の

で囲

中知祝のをまて

市

３点んをま

央事津地結
次た

北堀丁かだ順れ

区

にに区

３目ら線

条

のよ結域

地 ６也地っんを 番 西達

成海

平北

先 丁点てだ除

道

日
７

月
１

年

分分分分分分分

ののの

秒秒秒秒秒秒秒

方方方方方方

のののの

向向向向向向向

方

地地地 の のののののの

点点点点点点 地 地地地

点

分分分分分地
点 北

の秒秒秒秒緯、 秒
のののの

向方方方方度＝ 方
向向向向
分

秒 のの

） 地の の地の
東ら 点 地点地、か 点地

分

点点

分 地分分分

北点秒 秒
のの 秒秒秒 緯、

ののの
向向 方方方 度＝方方

向向向

分
秒のの ののの

）地地 地地地

く
東ら

点点点 、か点点

公でま及。 の 目ま囲線

有をれび

順た
。点

に域地 面次区の 水
んたと

結
だだ

点

及、地

線しの

び

知
道
海
北

の地を

１のと

の

堀
事

北

公埋

５

海

有立平 道

水て成

埋

告 立 面

面に 示 地埋関年 第

立す１ の

法る月 用号

向
経方

度角
のの

ホヘトチリヌルヲ

地地地地

のののののの

向
経方

地地地地

度角

地

のののの

イロハニ

区

だ

点かん

地点結

地地地

線

とら
４

に
て
面立位
埋

地地地す

ののののの関

也
達

地地 地地地地

のののの

積途工
し
正の
大事日

漁
港年ゅ

施法ん

設律功

用第を
認 地

。
第た

）し
号可

ヌル

点点点点点点点点

のののの

ニホヘトチリ

地地地地地地

のののの

点点点点点点点点

地地

らら

かかかかかかかか

方方方方

らららららら

向向向向向向

方方方方

角角角角角角角角

向向
１

分度イロハ

域点点点点

ののの

次の３
級 の地

点点

秒 基 イ点分地地地

点 準 のと
点 地を秒かかか

点結のららら

かん方方方方
角角

－＝ らだ向向向向

角 ヲ線－
の のに

事
工

点点点点点積る置
の小
施樽 ののののの

行市 地地地地地

区祝 点点点点点

域津

らららら３

かかかかか
向向目

方方方方方丁

ら
向向向

角角角角角
３番

点点点点
点点

地地地地

のののの

らららら

かかかか

点点
角角

向向向向

方方方方

角角

よ
に

定
規
の
項

１
第
条

六 り

九

と
の

次
、

度 度度度度度 度度

分 分分分分分 分分

秒

ののの 秒秒秒秒秒 秒秒

方方 方方方 ののののの

向向向向 向向向 方方方

向

のの

地 地の 地地のののの の

点点地地地

地よ度度度 地

点っ点の まて地分分分 で囲北点

順れ秒秒秒 緯、 をま

ののの

に区方方方 度＝ 次た

向向向 結域分 ん
だ秒 線の

） 及のの地

度

か び地地

度度度度地
先 分 分分分分

秒
方 ののののの 秒秒秒秒

向向向向向 方方方方
の

地地点 地地のの地 のの

度度度度

分分分分
方方

のののの

秒秒秒秒

向向向向

方方

り
お

地地地地

のののの

点点点点 点地

面
水
有

公 方 の東ら イ点点点 、

点

向 地経

点
と度角

ヲ

点点点点点点 点点
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３４５
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日
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第

３
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号
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査位大小川
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昭

の

和
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部

第 鹿

律
法

年 第
町

ののののび

条
４

第
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号

点点点積号

地地地地番
平

点

秒角１２３４

成 のののの

度地地地地

年 点点点点 、

４ 分かかかか

らららら月 ＝

向向日

－秒方方方方３

の向向

所名域置域点
地

名氏の

の点

北札北茅次地本

称
市道郡１と
別 海幌海部

地の
港 中知鹿の５

漁 道

点
点 区町点地

原 央事部

北堀字か

年

北 ３本らと

月け

十た 月

五日者

日

成
平

火年

曜月

日

道
海
北場

成彦生学揮

日

堀置

事所
知

項
１

第

家馬乳肉馬同

表

方
地

る
す

定
規

に
号

２
第

方角角角角

臨

砂 向

防 度度 度度第

分分 分分－ 、
の秒秒

点のの のの号 ＝地秒秒

方方指 方方 向向令 向向

）の

の結
緯 条別５を

西達

地ん

丁点だ 番度 ６也

及
でに び分 目ま線
をよ秒

番順っ

地次て
んれ東 の結ま、 先に囲

有だた経 公

用

堀
事
知
道
海

北

水線区

同

類
也種
の牛牛

達畜用

同同同同２

同同同同同 同同同日

検
畜

種
時

月

同 同２

谷走振高

宗網同胆

月月月月

２２同同２３

地点地 ら

のの地の か

月

上同同同

向

点点点 方

地

同３
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月月月月
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月
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び
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三
日
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同同同同同
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１４
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町町町町町
ヤ堤行

台ーイ立

戸溝佐

５
坂井藤スザ

由中名同旭

日日日日日

国狩仁川寄川 ノ
同上真

遠木富旭

町村町町市市
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木上村渡

村国中

館

森大同同恵函同同

日
山大土佐

町町町市
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高竹長

田部内本国谷藤

木

石井水
町

原

同同砂
日

ー

ス牧ス種大タ

橋上敬

昶

タッ協北静

スタ馬学

ド静生研

ッ場ド会方内
ィ
馬フ場

種圏牧

内物究

法

タンル政

科
ド

ル
ー

場

ァァ人

政牧農リフフ牧
畜

良場場ンーー場家

オ

ン

シセ

ー良

テ改

スムム

畜

町内競

冠
新
ー

ンタ

ョ

場

産太牧馬 牧畜増正牧

会
興

場振郎美場場産

畜畜畜牧牧牧牧

産産産場場場場 夫勉舎
牛

則郎
二

七
〇

同同同乳馬同同同同同 同馬
牛牛

用用

乳同馬同

牛

用用用

同肉馬同乳肉 馬同同同同同同同
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用
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同同同同同同

平
成
十 同３３同同３

四 月月月

年 ４５６

一 日日日

北 海

２
勝

同同同同同同同十

月月月

同同同３３３３

月月
日日日日日

道 公 報

３同

同同同同同同同同

月月月月

２２３同３同

４５８

月
８
日日日日日

第

同同同

同同同同同同同

日
７

月

同同同２

号

月

２同２同

高
日同同同

日日

５６

月

月
十
五 芽清本上士大

日

町町町

幌 室水別幌樹 士

町町町

火

士 団業

芽社事本上士大

室別幌樹曜

町 町人町町町 幌 法所

日

静同同同帯
役役役役 ジ

帯

町町市

別内広

同門同

限高高

有日シ日同同同

社種畜競 ボ 会軽家広 ン

同浦え平同

馬 新馬保 リ

町町
も 内河取 り

静同同

日同静荒日宮原佐

町町

ス木ス本田木

高内高々

リ克リ牧正幸

畜タタ

家

町
別

同同同門同同同
保

スン

五杉太有株テコサ

洋会会シモシ

平限式ー
ァイ

ナ社社ョフャ

嶋山

浦同新同
牧義シ新ブン

馬川

向イ白勝

町町

河冠
リ有

トタ場

別スス牧

ー

場ネ場場場場

ェ役

牧ス

同

勝
十
道
海
北
ス
ク

ィ
テ

場

興農健 牧

乳肉乳馬同

前

同所

場協生

牧業場衛

同同同

場
馬
種
別
門
合
組

雄徳

健オオ

肉馬同同同

テテ

生スス

衛ン己ン場

ンン

ョョ

シシ

前ーー

所

ーン
同同同同同同肉馬

場行ナフーム牧

ョ生リ
ズ限

スーー有

ルァダ場

オ
リ

ドタ社

ッス会

タム

限
同同同同同同同

ス
ン

同同

ド社

場ッン会

タオ

、、

牛牛牛

用用用

馬同

３４

馬馬

提名お駐事

を調指な提
４場実 出 出査競、車業
理書

ての入の管績

し争

牛
用

い札

地令平札道警。警

行と

市を業

方備 第成幌税備

自業

年内滞法

２
牛
用

１に納第 条 治法

平い料調本入

と資争

１

す査舎参

成うと庁札

調

。 査

に。の駐希

年）るの加

根同同駐

及係車望

の度

室場成
車平

管

月者月

２同２業１
理年

２同２同

路
釧同同同

月

る方参及業 書 月月

類事記

こ加び者別
概２

。望の業第

と法希
はは調様

者紙要号

業用
４海

第北書）

、、査式

法

め務第

定総記

に道別

の

店て条 ４ 施昭 月本し５

日又いの の 行和 １
規 令
定年 現はな規

店こに に 昭法 在支い定

第 お、とよ 該 和律 に
当い営。る し 年

て業届
書 ） い 令引所出 号 な 政

続あの 第 こ 第きが

４ と

びる対場業

。 号きる提

成車象理」

平駐管者

目

場業と

的

託。

度理委う

年管務い

い委約で

お務契）

に業

名て

北契指っ

て託のあ
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海約
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概
業
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公
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次

市
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室
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弟阿白釧

日日
路

摩阿白釧

町町町市

屈

る部１

湖農町集

周寒糠

）

を課式

類務様

書総号

出係
提理

に管
事中

知庁
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一

出 条
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のす

も布
る配
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る

のす のよ
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項業

をの １備

業も 第警

てっ お認

っあ にの
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るは てを

いて い定
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発名入の

が指

加満

る入参を

す争に件

加希し

北海参をた

北札
者すい

道庁業望て

海道
選業も

事庁をるる

知本

堀考者の

舎

祉地施

役福散実

以すと

。

舞前畜る

歯館家す

所
支市

告

協業地

農業農散
前

所場

市

同組同畜

協同協家

業

。

前前

合前合場

組合組

当 用け

こ、 準受

。
る

す

同る

届 るい

。該 すて

と

施こ書
出

場下る

下る以す

達本合。

」礎競

也舎基名

庁の指

同同同同
牛

用
肉同馬



事１ 北

都は 海

、平開れ 道

完成発る

市
根

区地

計
了 室画
し年域域 支

た１又の

法
庁

。月は名 告

工称

昭
示和

日区 第

北 海

開れ開所開

は
事１２３

許

完成発る発及発

、平

区地許び 了

を名年

し年域域可氏可

。月は名受月

た１又の
工称け日

日区た及

道 公 報

北

都

７

海 た

道市 そこ場

網計 の合

走画 調以

支法 査外

庁 のはは

告昭 、、

示和 入結

第 札果

第

電

５６

提平提北話

出 警警出成郵海

送道 書 備備書

類 業業類年の総－

法法の１場務 の
は総 提－ 第第提月合部

４５出

出 条条期日、務

号

商定損

平業益

成登款計
十記算
四簿書
年謄

一本

に １

含

年
号

第
律ま

法

中
町 第

津 ）

標 号

東

条

含の番

に者び

南 １

条 第

別式成

紋紋株平

ま住号

別
市市会

渚真社年

滑砂

町町ア月

２３ラ

丁丁イ日

１年 他指を

号 名通支

のな

第 者し

律 業知

法

選い

号 庁

目第

を）

考。
的

第

と条

告

る１

す

のの限平先課
中内 ２規木成庁
線 第定）

２に年管

項よ１理

のる月係－

規届

あ に書ま便） 定出日郵
に る写の号て よので番
提 警し消

出 備印

月
十
五
日

火

曜

日

１ 定

海目 規

北丁 の

１ 項
次

支 る

室地 よ

根番 に

道

に

田 為
行

能 発
開

長 の

庁

番表建

北２２代網

目目
取指

海番
道１
網、号締第

走２役

、井号

庁２新９

支番－
七

太番南

４
長

指規

、の

が項

田

示
札次

入る

争よ

競に

名定

と為

者行

加発

参開

のの

す 業届の－

しに

る のけあ

こ 認出る

幌。 書必の札と 定をも

すり中

写と限市

の要に

合付北

場け区

る受央

し

関

る。西

限る条

にけ３

算 札
入予

２

工

男 る
す

文

夫
敏

す
及 加

算 参
決 に

し工

名る

指す

て関
入

納

１

達

札調学ウ調納契

入ト

入約 を図アを

に達校ェ

る館開る すす書のす 付

会。
校う

目

）丁

。）６

館 法を成

書 計）平

図
資次

お月

共 和と１

源 昭の年

び許

発及発

開所開

２３

び 受月

を名年

可氏可

許

必
令 に

計 者
会 る

和 小立札学北札な
昭 要

学発幌校野幌資

中立

年 校寒市、台市格

小篠幌学西

４ 、南立札

幌学路市校陵

月 札

青札学

日 市校中立、中

札学野札

所
場

勅 立、学

小栄幌校小幌

札学田立

市、学西市、学市

幌校

、石

立札校小立札校立

白市札山

山幌、学北幌

幌、石立幌東

鼻市札校

学新市札小平市小

小立

と発 事
開に発開 る期期

託

項委けシ委日間

発お

等平契

品蔵テ品

託るス

の

のの構の成約

等書ム

名デ築仕

及タ等３か

称ー様年日
月ら びベ

平 数ー式

有

量ス入日成

型 年り

第す
デ 律施

モ 法実日

道

る
ル
地 教

域 号。

育

第事 ）

委業

員

の札 条

会

地 規幌

教

の番

者び

た及

け日

域 定

幌式成

札株平

住号

市会
中社年

央

令 山札校葉幌校

区太月

の幌、中市、

手市札学立札
駒市。

小立幌校真幌号

田立札内立以

学前市、
学田

、小明幌中前下

校
札学園市
、中令

幌校中立校北政

札校の札学」

市、学中

のい

八幌、島幌校と

立

う

軒市札中市

幌学岸立学
小立幌学立

小明市校小真校

校陽立

札

札学園立、学駒、

、

、南幌

幌校小白札校内

小市札小市

市、学石幌

幌、学立幌学立

立札校

野

園市札校川市校藤

桑

羊札南

小立幌、北立、

幌学丘幌小

学太市札小

小本市校小市学

校平立

、

札学町立、学立校

、
幌校小東札校藻

北化札

道貸明）３

海、説金年

教出書月

育業及
務で

員の業ま

委務び日

イ要

育ラ理

教ン処

会オ

に支

等よ

鎌化に

ン領

長

育

に 基出 ）

長

き担 係 づ負

公

一
、行 る

告

官 争
科当 競

部担 般
文為

か
臣札
大入

学
委下
ら以

北陽
３代建

西根

条通
２流日

目取第

丁表指

１締
番役－

七地２

二

俊
原
東号

、軒）

学向市校八校。

、中北札中第

校陵立

札学白幌学

中立、第

幌校石市校条

市、学白幌、岩札
市、

小市

立札校石市札北幌

青市学立

北幌、小立幌

幌校葉立校琴

九市札学

小屯市、小北、似

条立 市ソ
な

昌要
必。

田にる 任

フ 学い
たと
け」

受札
を入

郎



資。申資申

くたアイ

平

請

格）格請提提

成 出 審の審書出

十 の先 査午査類先

四

の の前のをの

年 方 申９申提所

一 時請出在 名

北 海

。は立資

合和うきアイ
際審

年 以）、北中の格

海小

律つの道企に査

法 下に

格申

第 中いウ経業資の

小てに済等

企は規産協を請

道 公 報

当あ

体とで資中

イウエ

去証該る
格小 当制過を

委整２明委こ要企 該が

の等 託備かし託と件業

者関特
協 にさ年たに。

よれに

第

の北

た政次

アイウエア

年第い海

政め政平２令
ず道

令に令成
以 第必第
年上条れが 要

もう

条な条１のにに行

に同第月経基

号

令の

及等政次

項格
１資

ず

第次第い

びを
の

１も

のお第に

条と条れ

請 規り

月 はか法はす称地

十 、ら、る

五 平午次こ

日

掲に海便

成後にと北郵

５

るり教号 年時げよ道番

月で申行育 １ま

火 の請わ庁

日間書な生－

曜 かに類け涯

しのれ学 ら日 な提ば習

時 ）
業、定業同有の 号

合る期 第
等当す局組す

中営が法者 ３
協該る長

３あ

組小業行第で 条
同

業数官条る

第 合企年う

の

項 と等に公第も

１ 」

る適項が

第 い協係需４

号 。組資格に構

７ う同

合げ員

に ）合格組掲成

ておでし例
同

掲 及又要

る業

合 開いいあ、

組 り
さこ、こ務

法 発るて
を又。理

昭 れと国と処

も証は要

和 た

法 にし方等

年 の明地領

第 し者共記

律 関た公に

、で団載

迅あ体の

当名

規意１１験づ該指

有資す競

定を項日をく

よ在す格る争

す得に現

者いりにる要こ入

るて
る競おシ件と札

てテ関

未者争いス。に
る

年含札引ムす

成は入
れの続ン指

者まへきエ
２ニを

被な参きジ名

、

めに当

定定項該
補い加

こ

り。づる

よる基す

に
掲要

に格。

１資と

、く

出な部北

に
約

契
る

げ件

け

な中道 まれ先ら小海 日

特幌

な、い・札 でばに

ら当。

い提教中 曜
な該殊市 土

日

先課区 、
。出育央 日

西 及

示条 日

指３ 曜

の北

びは件のるの

よ７ び

に

業半 る 中協は証企過 げ
組用を組数 協 小業適明

占 組 業合し有合を 業 企

いるびめ 合 団がなす及

のの。と協て

体次

。組る 下
組いき業い 以
にれ合と

織ず

すにあ。 業
関かにき 協

）

速るか要号
る該っ 組

３

アとの等第

なこら件
たに

タスみ条

フ。シを

ー開て定

サムし規

ーテ

こ中

スのるる

ビ発いす

ン実を企

メ注と小

、受

佐。を年ア停
テ績証業

除上はさ

人）排以又止

ロて

はなさそプれ

又で
補こて事グい

被いれの
るをマい

助とい業ラな

んをと

で者営ーこ

人。
いいし

っなで有。

あで

係

契とこい

、こるて

て

加
参
に
札
入
争

競
般

一
る

を

作目 日

り丁 祝

者
る
す

５６

除し
成

保説

開開札札交

入入入
の

保金書 札札付 証明

札

と
律すは 」
法当て 合

は

る、

３４

昭いと設

海海札入入

資契北北入

札教行

を条道道執

格約

場

うを幌育の札札 失項

し協

ナが明等
。示市庁

のこ者組

スるた同

ンあ
係有資格

資に資資

アイ

格格る効格を 格

格資資

す の 有のの一期は有

の

約。とる

効有有般間１

り

イ

の。

結と

締。こ

を再再作

請

請し

申 行資中資企申成

を組をた 請 小 う格格業

な
要
必
に

こを

査い
申 審の

格再次

資
ア

付

証、交 場日場 のず 請

す
す関

所時金除に所

免
。る北北

る

同同項道道

にに事海海
市庁

。。幌育

じじ札教

す中生所場日

央涯
中生

所区学び所時

場央涯及
小北北平

３部時

北習日

西中海海成

条
７・道道

目殊幌別２

丁特札庁年
階日

育中８７

教市館月

喪 期効効競のにる

課央

げ失が

間期期争更掲者

びは札る２

及間間入新

当、の契の
び

期格札に及

該資落約

間を決係

規

更すのもに

の有定る
あす

とまで定

新る日の

と有有合し申 の 企

認で

書

等 がすす又よ請 方

業

協と類

協 でるるは法う

るので業すを

同 き者者

者出

合 。当あ組る提

組
該る合

のあ、な

企 資もではし
のれ 組 ににる２け

業 格

ば 合 係限資

除 営。をのな を るる格

該

請由に

申か 事
再れ の

引

号で

番者

話る

電す
当

き
き

－続

西中
条小
３部
北習

区学
教
目殊

丁特
７・

七 育

三

区１

課

室午

条議
３会）

北号木

７前

西
丁

たすた資

めとるる

目時

有件

の。、要

旨るめ格

あ間当

が期該

知効に

通

こ

日新い

た更な

っのし

申ら

１こと

ら、と

かは

。 ををす請な く 業）有
更者類。 ） 相変る書い

たそ提 あ 、しでの で 続

の構先 資 併もの出 る 合
有
譲員、 を

は成に 格 又

更提 る
に変該 す

渡を当

資

りし出 者
よ

格 －

を
得

す
と 線う 内よ

も

－る
の

た

掲をっ

にれな

資
、
は

いは

契なき

るわと

げ行

もの そ
継た先 で

。、

約

に 成
た示 構
しの指 の

承

申
再

の
査

審
格

員よ

者



の

落あ部契こ

で一アイ

か免に入

札るに約名所

事す在の

とを税関札

者

者事行

っし業る執

な申
た出

北 海

を金で額消

ケ額た者金

札 そ札加額あを費

入落

札等

決 の金算）る入税

も免書課

定 他額しをか

に金っ税に税

に 入等た

に係額て事記事

当 札

道 公 報

無こ

アイウエオカキク

理札権の

入入入一代入

書入人者代公

札札札の

ののに札がが理告

書書

が定

記記記者二同人に

載載名又人一

第

８９

政

落会の。契要そ

限る

第

者書 法囲令

札約 計範

の作 第内
での

のっに 定の

条あ条 決成

６て基 方要

号

７
便 交便

郵郵

平等及

成に 付び
十

よ電
四

る 方報
年に
一

、

者るが務称地は

よ 入

開

、とる担公

はこいを

便話す

落。と当北郵電

る道番番る

札たきす海

し、組教号号。

決だは

後、共織育

定
速落同の庁

や札企名生－－

か者業称涯

－ にが体及学

消共消び習

っ 関る落業載業

た

るの

て し消当札者す者

格あこ申

は 不費該価で

及額とると出

、 正税金

を

札 行びにすか。

入 の
が方円の問

書 為地１る
満、ず

記 あ消未でわ

に

見

さ た税の入、

載 っ費
れ 者端札

以事しめ

た の以数に積

印そ上項たる

金金押は

そをがののに入入

額額

いに

の加な代者つ札札

入人代て関

他除い理の

る

札正札が理他す

入訂
た一し入資

要し同をの
し者、

が入事て札格

件

代件

認にたの条

確札項

き

法本最否他づ
でつ入

格札

基価開

にの、

文低
令っに

政も時

きをの

づ
入い

第てお

及、

条札て

び有次

月法札る

十入

五札

日は

でい

所な

場め

の認

火

付
交。

曜

る
す

日。

費同費所部北

等地中道

税企税在小海
幌線 の体免・札内 等業
課の税特

税場事殊市

事合業教中－

業で者育央
３

でっ出北

者あ申課区

そ提西

る、を条

あて書

し下が参も

免の出７

か

額 たあ加っ

金
費とる契

に 入消るすた

はは金

該 税き者約

当 札

そ消の 額 」、、額 金 等
の と
いの費

う端税

）金に のの 。数等 分分

５ の額係

きい札理に

取をるに に

たし

い二し反

なてを違
札

のき入

札上とた

入以
た入

しの

を方

札双

入の

な掲

第効に

の
き
と札

の

規に者

の札た

条入げ

）入

よ。た

にるし

定限
た者、

めたは

定し札

り

税構す丁

定落効

予を無

者のと

業員こ

事成る目

。

北当

た政次

イウエアイ

第い海該

め政平２令の
ず道委

に令成年
以 必第
年上条れが託

り税当 当
扱切課相 相

要

２
るて業る

捨事す す
い

のア

第次

イ入予

お令の政

算 札条と政次

参規り第い令

決 学にの

ず第

算 校

及 図加定定

札
入

書すにめ条れ

図

受調納契納

室アイア
入 管書校を書

付図学達
書るー

理デ図すデ 入約

とる

格者す

価札と
）ー

校１

制す。

の
」成調学

書札平入

図入

達校

札 館

に 資と
う１す書 付 源い年を図

会

。月る館 す 共

細
詳法
計

、和

は昭

入

うよ

な条１のにに行に

づ該指り

同第月経基も

日をく当名開

意１１験

得に現有資す競発

を項

入れ

てよ在す格る争さ

件と札た

いりにる要こ

争いス。にも

る競おシ
ムすに

は入てテ関の

者

し

まへきエる関

含札引

び

れの続ン指

もに

会 室るよる第に条

、項該規

計 受者り。１

管必１に当定

令 付に

づるる

昭 理要に基すす

ス資げくこ者

和 シな掲
年 テ格る資と

令約要成

勅 ム契格。未

に件年

係者

室開タ 期期場

室る、 号

間所ー

にベ受発ベ

等タ
要ス管託ス

必ー付委日

シ等平契理

な管理品管
ス

スシスの成約シ

シ理

の テステ仕
２かム

ムテム様年日テ

平

築月ら

構ム等

開に る 有

一二入日成室

型）
次項委け

モを日発お 事

書 地と品蔵

ルの託る

デ
実名デ 事りのの 域お等

施称ー 業

数ー 蘭るびベ 室す及タ

壮量ス ・。

書第

明律

説法

札年

に
。第

る）

よ号

な参きジ名、

定
規
の

条

年ア停速

い加２ニを迅
さア

）排以又止な

。を
なさそプれフ

で除上は
事グいー

いれのロてタ
いー

とい業ラなサ

こて

ス

者営ーこビ

。るをマ

メ

なで有。、

でんをと

般補 以

蘭一被 。

いいし

常争人

立競佐 下

市

被 」

小札は 令

磐入又 政

、加助 い

校参補 と

学に

あ ）

蘭るで 。

室す人 う

立にっ 第

市者

蘭
東必て

式式札

月報

明）２情

説木年市
教

書
及

タ

務でン

業まセ

び日育

支北化

よ
に
領

要
理ー

処

出 域負道貸 地出海、 瞥

為委務 の行育業 そ担教

域 に

当会広 ）

担員の １

ラ 一

長ン る

育オ 係

官教

、
き
づ

基
に

ン 競

鎌イ 般
学
科
部

文

七大

四

いテ

こるてン

委
ら
か

臣

ス

。こン

。とるナ

とこ
。の

と

約 １

学な契 第

中要、 条
をの

等結 及
格締 項

校資

入

田化 争

。
る

び

校

昌学 札
た

け
受

を
任

下書

市図 以
学



り資

イ

平 再再作格

成 申 中資企申成の

十 請 小格業請し有

四

の 企を組をた効

年 業有合し申期

一 す又よ請間 方

北 海

アイア

行資

提提格再次を

資請

先査いう格

出申 出審の

有 のの ののずこを 先請
申かがす 名事

所再れと

在

道 公 報

立資資。申資申

イくた
審書 請

格 中の格）格請

に査午査類

審 小際審の
の 業資の前のを の 査 企

請出

方 申 等格申９申提

協を請時

第

で資中。は

合和うきア
海

格年 小 あ以）、北

こつの道 要法 企 る下に
律 業

済 の第 等 と中いウ経 件
協 。小てに

企は規産 特

号

証該

制過を当

体と
ウエ

備かし託

整２明委

が去

等 れに者関

さ年たに

月 協るは法う書及

十 同者協と類び

五 組で業すを当

日

合者出期

合あ組る提該

る
あ、なの

企もではし間

組にる２け更

業の

火

ば 合限資のれ新

をる格

曜

く）有申ら 除。をのな

日

請由にでる
。をす請な

。当

当るの

該き者

称地

資

海便話る該

北郵電す

に

教号号で格

道番番者

育引
き係 庁

き営

生－－続る

涯

資業 － 学
習格を

る

は 同有のか法はす

請
期午次こ

、 組す時ら、
に

成 法者後にと

平 合る
第で５掲

るまるり 年 ３あ時げよ
請わ 月 第もで申行 １ 条
４のの

構に類け 日 項が間書な
提ば ら 掲成しのれ か に
げ員な

同

す局 ）

組 例業、定業 号
３

法協該る長 第

合等当

同中営が

合企年う

昭組小業行 条
１ 」業数官

和第
い協係需

年項 と等に公
資格

律７ う同る適

法第
）合格組

号 第。組
に
及又要合

業

いいあ、

ておでし

掲

国と処

こ、こ務

るてる
地領

証は要

を又。理

と
者共記

た公に

し方等

明

変る書い

あ体の

で団載

あしでの で更者類。 ）

構先 資もの出 るたそ提

を当 有

員、 を

成に 格の
で

し出 者

更提 る

変該 す

を相

もの そ

た先

部北

得続

札う合 内 中道よ、

小海

す又

特幌と併 線 ・
殊市

も譲

教中－るは

育央

の渡

資り

３、よ

北はに

課区

け出な

７審承

西格継

条

るの

ばにな ま 企過れ先ら 日

当。

組数な、い で 業半
合をら

びめい提 曜

及占な該 土
日

業い先 、

協て。出 日

き示 日

合と指 曜

組るの

の 号

っよ び

あ。に 及

に

る 中協は証 ）げ びは件
組用を ３協 小業適明 第

す に組 業合し有 条業 企
定
体次いる 規合 団がな

のの。と

織ず。 る下
組いき す以
にれ 中

業組
すに 企業
関か 小協

の等

こら件

るか要

る該

ムし

テた

スみ

。シを

と
注と

受こ

のる

発い

開て

成

示 構

の指 の

績証

実を

員よ
に

９

入

約政

。契要そアイ

る

書書 作第札札

書令入

の

目のた

丁査し

条のの 成

限

７８
申
再者

交交便計範

郵郵落会の

び第内

等者 及法囲

便札

で にの 付付電

作 日

てり 祝

報条あ よ決

５６

設除し

、成 を

は

説

入入開開札札

入入入
金書 札札札札証明

札保

す 協」
法当 等合

はの

保

る 同と
律

３４

組昭いと

格約海海札

資契北北入

格
資格を条道道執

資資

幌育の

格を失項札教行

。示市庁場 の は有うを

こ者

るた

あし

が明
１す

格る効

資資係有
に

アイ

の

有有般間

のの一期

格

づ金金

基載載 要

に記記
の加

、そを

き額額

否他
時札正

の入訂

札他除

開

札

いが入

お件た

に要し

方
にのっ る定 場方

て確

法札る法本最

よ６て 入
は基価

札にの

入文低

所

きを

海海の認づ格

北北
札教所な政も

道道場め

交。第て

幌育でい令っ
入

市庁
中生付

交 場日場日

央涯す条札

時所時金除に
免付

証、
。る

るす
す関

所

項

海海成にに事

北北平
同同 道道
幌別２。。

札庁年じじ

所
央階日

中８７

市館月

場央涯及

喪 にるす中生
日

げ失が所区学び

掲者

小

契の３部時

る２北習
条

特

係び７・

に及西中

約

丁

定育

の規教

もに目殊

る

争更

効効競の
あす課

で

、の
は札

間間入新

期期
すの

有定
を決

格札
資落

次で
、認

認で
とま

る日

者札
た入
げい
掲な

にき
し
の

七 た

五

区学る及

、
は

札
入

な

３部第効

北習。び有

条小

規に

７・の札

西中条入
。

教にる

目殊定限

丁特

者
めた

定し

課り）

育よ

区１

た

室午

条議
３会）

北号木 資

るる

目時

丁１

７後

西

該

効に

有件

、要

め格

た

こ

新い

更な

のし

間当

期

る
たす

めと

こと

、と

は

日
た
っ

あ
が

知
通

の。
旨

を

。
る
す

と
効

無

１
ら
か

す
のと
格者
価札

定落
予

き

わと

行た

をっ

れな

制

契
る
げ

掲
に

。、

いは

な

約



１

書達

札 成調図調納

平入
達 に

１すーす 付入 年をデを

開ベ開 る期 月るタる す

日発ー発 事

北 海

校
会入

館 こ詳法」
書 イ計札

図
資 所の細と

共 札、和う
源 入は昭い
。 有 在の入

行説法を
型 執札年）

道 公 報

消落あ部契

者金で一ア

あを費札るに約名

で額

を税関

る入税者か免に

書課な申事す

か札等と

者事

税に税っし業る

免
事記事た出

第

入落を金

カキクケ額た
算）

札 入無こそ札加額

他額しを

決 札権のの金

理告入等たも

定 者代公

当 同人に札に金っ

に が
一が定に係額て

号

ウエオ

平入一代

成札の理
十書入人
四に札が
年記者二
一

管託

項委ス委日

名又人

の成

等シ等平

品理品

託
のス
名テ仕

力月

及入等３

称ム様年

び
数用

支北ー札

量デ入日

は明律次
モ

出海タ説月

と
ル 、書第の

デ 地

地 公に
る）り 域 郵電開よ号お

番番る。第実 事 便話す

施 業 号号。

室 条す

のる 蘭
定・ －－規。

に壮

－基瞥

を

業載業者るが務称

地

、とる担

者す者はこい

こ申落。と当北

でるの

道

ると出札たきす海

あ

し、組教

か。決だはる
の庁

問後、共織育

を定

ずや札企名生

わ速落同
が体及学

、か者業称涯

落

た

積消共消び習

見に

っ 事しめ関る

該価

て 項たるし消当札

正税金格

は に入入不費

いにの及額と

、 つ札札

１る

札 て関行びにす

入

るが方円の

書 他す為地

、

記 入資あ消未で

に の

た税の入

載 札格っ費満
れ の条者端札

さ 者、

た 代件の以数に

月押は以

十印そ上

五がのの

日

理

入人代

い理の

な代者
同を

札が

火

事て
一し

曜

にた
項し

日

教ー書

負道ベ明）

つ入

業

為委ソび

行育ス及

担
官教処

当会ト務

担員フ
式に
六領

長十要

育三理

づ

。

田る
よ

鎌

北

き域
２ 線 札文の 内 道、そ 海

科）

幌部

市

大係

中－学に

央

臣る

条委競

３ら般

北か一

区

同費所部
７を入

西任争

地中

っ税企税在小

も費

特

契の体免・

た等業等

教

金税場事殊

約課の税

課

の業で者育

額事合業

者あ申

でっ出

る、を のあて書 分

かそ提

理にし下が参
に免の出

額 を違たあ加

金
費とる

に し反入消るす

該 とた税き者

当 たし札
札」、、 金 き入等はは

いの費 の 双とそ消 額 の
方
のう端税

札）金に の

入。数等 分

い札

取をる に
の額係 ５

た
し
を
札
入
の

上
以

二
て

で

アイウエ

市
昌

の
き
と

北当制過を当あ

次体と

こ

い海該が去証該る

の

し託と

ず道委整２明委

目け

丁受札

れが託備か

学下
た以

２令

政次た政

アイウエ

令成年第

令の政め政平

第い令に

以 ず第必第
年上条 要

当事成る

相税構す

条れ

２
。

る者のと

す業員こ

の
第次

入予
規り

決 にのお

算 札条と

相

すにめ

及 加定定

算 参

捨事 す
いり税 当
扱切課

札
入

るて業

にさ年たに。

約入
契納

し

もうよれに者関

に行

いいあ、

該指りておで

す競発るてる業

当名開

国と処

る争さこ、こ務

札たを又。理

こ入れと
明地領

。にも証は要

と

た公に

すにし方等

関の
指し者共記

る関

経基

第に条な条１のに

１１験づ

１もに同第月

定を項日をく

項該規意

基すす得に現有資

に当

る要

づるるてよ在す格

競おシ件

くこ者いりに

資とる
入てテ

格。未者争いス
エ

件年含札引ム

要成は

び

、れの続ン

者まへき

に、
計 者り。

会 るよる

必１
令

和 蘭室学中な掲
昭 要に

市蘭校学資げ

室の契
年 立市、校格る
約
勅 東立

令 中向蘭

学陽大校に

校中谷係

校平市学徳
、学高る 号

大市、小立校中

陽立蘭

校

学和立室学本、学

小

蘭蘭、

校小水蘭校室室

立室小市室

、学元市、

、学日蘭学立蘭

室校小

場

市室校新市校港市

蘭
、

約蘭校

契室学

間所
期

鞆市

か絵蘭

日立室

の市

で団載

成学武

平小立

ら

るか要

を迅あ体の

名、
との等

止なこら件

停速
タスみ

れフ。シを

さア

て

なサムし

いーテた

て
スのる

こビ発い

いー開

きジ

メ注と

。、受こ

と

年ア

補い加２ニ

被な参
上は

人）排以又

佐。を
のロ

はなさそプ

又で除
業ラ

補こて事グ

被いれ
営ー

人。るをマ

助とい

っなで有

あでんを

で者

以

室校等一 。

ていいし

争

市室校競 下

蘭、学般

立蘭、

明立瞥札 令

東市壮入 政

学北立参 と

中港町に 」

、学瞥す う

校中壮加 い

蘭、学者 ）

室校小る 。

市室校に 第

、小立、南立
立蘭、必

天市室学本室中御

立蘭

校水

沢立蘭校輪蘭学前

小立、中

小東市、西市

知蘭学白室学

学園立室

、学利市校鳥蘭校

校小

立室

室校別立、台市、

蘭学北蘭

蘭、小八室小

校平市校辰市

市室学丁

大市、小立、中立

立蘭

校ヶ

沢立室学陣室学鶴

校揚
小高蘭校屋蘭

、

月蘭校

３室学

年、小
市

立

でが市

ま桜蘭

日立室
丘

七小母

六

実を

室校
、学
校小

学恋

ンあし

ナが明

テ績証

ン 、こるて

のこ者

スるた

。こ

約。とる

契とこい

の。

結と

締

東立瞥な 第

蘭市壮要 条

学室立格 項

中本町資 １

、中瞥びを

校蘭壮等 及

室中

学砂市、小市、崎

校喜蘭学

校小立室学立

島市、門市校

、学中蘭

蘭、小立室岱立、

室校

蘭、
市室学高蘭小成室 小朝

磐立
常市

立蘭
市室



り資に

アイ

平 作格資資係有資

成 成の格格る効格

十 し有のの一期は

四 た効有有般間１

年 申期効効競のに

一 請間期期争更掲

北 海

イ

次を再再

請

業請
申 の行資中資企申

をを組を 請 小 いう格格

れと有有合し の 企 ずこ
かがすす又よ 方

業

道 公 報

格再

申資申資

たアイア
申 審書出審 請

格請提提
のの の先請 査類先査

出

事 方申提所再 のの のを
請出在申 名

第

は立資資。

うきアイく
の
格 ）、北中の格）

。

海小際審
査 つの道企に査午

審 に

申９
の いウ経業資の前

協を請時
申 てに済等格

は規産

号

資中
合和

律 業
要法 企下

格年 小以
協小 の第 等中 件

企 特

月 書及間間入新げ

十 類びは札る

五 を当、の契

日

出期格札に

提該資落約

なの有定る

し間を決係

け更すのも

火

ばとまで

れ新る日の

曜

らめとる

な認であ

日

るるは法う

等

なたすた

同 該き者者協と

協 にで

あ組る

組 当るので業す

る該る合者

合 す。当
格のあ、

企 者資もでは

資の 組 引ににる２

業 で

合 き係限

き営。をの を 続るる格
をす請 く 資業）有申 除

法はす称地請由

。 格を

話

にと北郵電

次こ
、る

号

げよ道番番

掲に海便

申行育

るり教号

請わ庁

書な生－－

類け涯

－ のれ学

提ば習

ら
は 、定業同有のか

請

る期午
、 当す局組す時

営が法者後
平 該る長合

小業行第で５
成 中

条るま 年 企年う３あ時

等に公第もで １ 業数官

協係需４のの 月

に構に 日 同る適項が間

合格組掲成し か 組資格

又要合げ員な ら

同
法協第

合等）

組 例業号
同３

１ 」
和第 合

昭組条
。
律７ う

法第 い
年項 と

）
号 第

に
及

有

。の。、

い旨るめ 掲

更

っの

あ間

が期

知効

通

れ

１こ

ら、

かは

日新

た

類 ） を相変る書

掲を

に

よ、しでの で 得続更者
もの出 る う合たそ提 あ

に 格 す又の構先 資 と併

当 有

も譲員、 を

るは成

提 る

はに変該 す

の渡を

先 で

資りし出 者

、よ更

審承もの そ

格継た

出な部北
札内 にな中道

先ら小海

当。特幌線 、い・

該殊市

提教中－

出育央
西

示条

指３

の北

先課区

は件のるのけ

よ７

に

半ば ま 協は証企過れ 日

用を組数な で 業適明業

合し有合をら

組

めい 曜

がなす及占な 土

。と協て。 日

次いるび
。組る日

いき業い、

の

及

かにき日

れ合と曜

ず

）げ び 号

該っび

にあ。

業 条業 企 ３協 小 第る 中
の 定
体 規合 団 に組

に 中
織 る下

組 す以

行

る 業組
す 企業
関 小協

カキ
。

約い

契な

るわ

げ
入一代入無

アイウエオ

代

札札札の理札権

入入

札がが理

書書書入人者

示 構

査しの指 の

ののに

申員よ

再者に 成

のた

８９

政

落会の。契要そ

限る

第

者書 法囲令

札約 計範

の作 第内
での

成
作目

り丁

条あ条 決成

５６７

し
札札交交便

入入入郵郵

付 証明び
等 札保説及

便

はの報 よ 保金書電 に 付

除

る、を

すは日

当て祝

４

と設

海海札入入開開

北北入
札札札札 札教行

道道執

」
法 等合

市庁場

幌育の

同と
律 協

３

組昭い

格
格を条

資資格約
資契

す。示 の有うを

を失項

人一が

記記記者二同人

金押は以事し

載載名又

に入

額額印そ上項た

金

な代者つ札

そをがのの
代て

他除い理のい

の加
札正札が理他

入訂入人

件た一し入

要し同をの

確札項し者

が入事て札

６て基 方要

のっに 定の

、

文低き

法本最否他づ

をの

づ格札

基価開

にの
第てお

令っに

政も時

き
入い

証、交に る 場方

条札て

除に所法札る

免付よ 入
は

るす札

す関入

金

め

事海海の認

。る北北
でい

札教所な

項道道場
す

中生付

市庁交。

幌育

及

中生所場日場日

央涯

日

区学び所時所時

央涯
３部時

北習

海海成にに

条小北北平
同同

西中
７・道道
２。。

丁特札庁年じじ

８７

教市館月

目殊幌別

場

喪るす

課央階日

育中

の
２
失が所

者
び
及

入代

認にたの

す
定
規
に

し

なてを

きい札理

でつ
のき

札上と

入以た

い二
入の

七 札双

七

及、

と札

た入

しの

を方

な掲

第効に

び有次
の

規に者

の札た

条入げ

）入

よ。た

にるし

定限
た者、

めたは

定し札

り

条小
３部

北習。

区学る
育
教
目殊

丁特
７・
西中

区１

課

室午

条議
３会）

北号木

格
資

る

目時

丁２

７後

西

と
こ
い

な
し
当
該

に
件
要

落効

予を無

札
入
の

き

と

のとる

格者す

価札と

定

、
は

き
と

た
っ

な

制す。



２
算 小調業契業札

務入予

を実実参
決 中達務務に
算 学

す施約施加及 校

るすび 図

期入者
会 書冊委納納る

室分託入

北 海

校１

成調

書 計札平入

図 会入

達
札 館 法」

に 資と

和う１す 付 源 昭い年を

。月る す 共
有

委 る 型 年）

法を日託 事

道 公 報

所の細

部契こ詳

一アイ

関札、

免に入は

に約名

業る執札

事す在の入

税
者事行説

第

で額消落あ

額た者金で

加額あを費札る

落を金

を

決算）る入税者か

札

課な申

定しをか札等と

税に税っし

にたも免書

額て事記事た出

当金っ

号

入

クケ

平こそ札

成のの金
十公他額
四告入等
年に札に
一

令 用業））に
計 定に係

の務期場必

ーのな
昭 デ等日間所要

タ仕資
和

成約蘭

年 ベ様平契室格

の市

勅 ー等

令 ス
構年日立

築入３か常
平小。

に札月ら磐号

係説

次項業

モ

る明日成学以

と等

ル 第の務

デ 律
地

実称 事 ）り名 域 号おの

施及 業 第

。量 蘭 のる数 室 条すび

出海 瞥 に支北 壮 定・ 規

、書

が務称地は明

地 基

郵電開よ

る担公に

いを
きす海便話する

と当北
号号。

はる道番番る。

共織育

、組教

同の庁

企名生－－

業称涯

－ 体及学

消び習

っ落業載業者る

た

、と

て当札者す者はこ

こ申落。

は該価でるの

とると出札た

、金格あ

し

札にすか。決だ

入額
円の問後、

書１るを定

ずや札

記未でわ速落

に

が

さの入、か者

載満、
数に積消共

れ端札見に

た
月め関る

十るし消

五入不費

日

地

関行び

にの及

札正税

るが方

す為

火

格っ費

資あ消

曜

条者
、た税

日

校下

件の以

図書

書及金年、

業月蘭令

装び）３室政

市」

備
及務

蔵理ま東い

び処日立と
）

・領学。

書要で中う

誌よ第

書に校

デる

教 域 づ負道

タ第

ー。条

文為委 の 、行育 そ き担
教 に
科当会 ）

部担員 ３
か一
臣長 る
大育 係
学官

を入
任田 争
委競
ら鎌 般

費所部北
札内 等地中道

税在小海

税特幌線 免・

事殊市

業教中－

者育央
西

を条

書３

出北

申課区

企

金が参も費同
出７

提

るすた等業

額あ加っ税

約課の

当とる契の体

に

合 金はは金税場

該き者
そ消の業で 額、、額事
者あ のの費

でっ 端税

る、 のの 数等あて 分分

金に

かそ ５額係

た
にし下

をるに免の に

違
入等

た税

し札費

反入消

１

取
の
）
。
う
い
と

札」

業び

力及

入項

の
立資資。申資申

イくた
審書 請

格 中の格）格請

に査午査類

審 小際審の

札

業資の前のを の 査 企

け
受昌

学下
た市 以

で資中。は

合和うきア
海

格年 小 あ以）、北

こつの道 要法 企 る下に
律 業

る目

す丁

と中いウ経 件

。
と
こ

あ当

政次体が

アイウエ

が去る該

令の北当制過

道委整２こ委

第い海該

ず

構 相

条れが託備かと託

り税当事成 当
切課相税

業る者の

捨事す業員 す
次たの

アイウエオ

るて

書名

の政め政平２図２

以館以

い令に令成年

ず第必第
年上司上 要

い
扱

れ

の
第次

規り第

のお令

条と政

定定

等格申９申提

の にめ条

す

請 協を請時請出

方 申
ら、る

は 同有のか法は

合る期午次こ

、 組す時

５掲に

成 法者後にと

平

第で
るまるり 年 ３あ時げよ
請わ 月 第もで申行 １ 条
４のの

構に類け 日 項が間書な

。小てに済 の第 等

か に

協
同企は規産 特

す局 ）

組 例業、定業 号
３

法協該る長 第

合等当

同中営が

合企年う

昭組小業行 条
１ 」業数官

和第
い協係需

年項 と等に公
資格

律７ う同る適

法第

行にさ年をに

号 第。組

基もうよれに証関

にに

し、

づ該指りてお明し

るてた業

く当名実いい

争さこ、者務

資す競施

要こ入れと国で処

格る

る要

件と札たを又あ理

の明地こ領

。にも証は
公。に

すにし方と等

関
指し者共記

る関た

資従

に条な条１の書を

１験格事

もに同第月経

を項日ををさ

該規意１

すす得に現有有せ

当定

るこ

るるてよ在すする

おプ正と

こ者いりにる

とる競

員可

。未者争いロ職が

札引ラを能

成は入てグ

あ

者まへきマ２で

年含

１

よる第

、れの続ー名

掲づ

に基

１に

、項

り。
に件

約要

契格

る資

げく

提ば ら 掲成しのれ

る
係

げ員な

るのけ出な

ばにな ま 企過れ先ら 日

当。

組数な、い で 業半
合をら

びめい提 曜

及占な該 土
日

業い先 、

協て。出 日

き示 日

合と指 曜

組るの

）合格組
に

に
及又要合
は証 ）げ びは件の 号掲

３協 小業適明 第る 中協

業合し有 条業 企組用を
いる 規合 団がなす に組
のの。と 定

体次

織ず。 る下
組いき す以
にれ 中

の

名、で団載

関か 小協

件

停速るか要

を迅あ体

を

さアとの等

止なこら
委た

てタ該み

れフ。当

いーとて

なサ託し

いー

のこ

とス様る

こビ同い

参きを以る

メ業と

。、

と

補い加２有上こ

被な

以てし。

佐。を年し有
お

又で除上いて

人）排
いれのこり

はなさそる
業。当

補こて事と、

被

営委

人。るを該

助とい

っなでに

あでん託

で者

札
入

争
競
般
一

ていい関

加
参
に

七す

八

よ び

あ。に 及

必
に
者

る

、成 を

は作 日

てり 祝

っ 該 業組
すに 企業

設除し

と
律す 協」

法当 等合
る

る 同

テの証

ン務を

組昭いと 者

ス実た

ン注し

ナ受明

契とこ、

、こるし

の績 ち

結う

締。の

約。とそ

を
等

格
資

な
要

の



５６

入開開札札

入入入

平 札保説

成 札札札証明

十 保金書

四

日場日はの

年 証、交

一 免付

北 海

３４

約海海札入

資契北北入

格
格を条道道執

資資格

幌育の札 を失項札教行

す。示市庁場 の有うを
央涯及

喪るす中生所場

者場

道 公 報

資資係有資

り資に

アイ

成の格格る効格

再作格

１

請し有のの一期は

申

競のに

をた効有有般間

期期争更掲

し申期効効

よ請間

第

アイ

再次を再

請

格業

申申 の行資中資企

こをを組 請請 小 いう格
業 れと有有合 のの 企 ず
かがすす又 事方

号

査

出出審

提提格
資

アイ
在申 名

所再 ののの 先先

月 時所時金除に

十 す関

五 るす

日 。る

同同項

海成にに事

北平
道
別２。。

庁年じじ

火

８７
館月

曜

１
階日

日

日

失が所区学び所
号木

条小北

の３部時

２北習
特札

び７・道

及西中海

丁

定育中

規教市

に目殊幌

入新げ

資北

る区

す課央

類びは札る

う書及間間
資落約

すを当、の契

と

係

者出期格札に

る提該
なの有定る

はし間を決
る日の

２け更すのも

、
ばとまで

のれ新

申らめとる

のな認であ

るるは法

等

請なたすた

同 該き者者協

協 由にで
。当あ組

組 当るので業

る該る合

合 す

業 で格のあ

企 者資もで

合 き係限資 組 引ににる

除 き営。を を 続るる格

。 格ををす く 資業）有

番

海便話

北郵電

称地請

育
教号号

道番
庁
生－－

涯

－ 学
習

格３

時
３

後
室午

議
会）

当目

該丁

に７

件西

要条

るめ

っ
な
と
と
こ
い
な
し

通有

類。の。、

書い旨

先あ間

出が期

提知効

の

は

当日新

、た更

にっの

にれ

出１こ

提ら、

該か

者 ） を相変る

の掲を

先

そ あ よ、しで で 得続更
構 資 と併もの る う合た

譲員 を

るは成 格 す又の
る

はに変 す

の渡を 有

も

継た で

資りし 者

、よ更

審承も そ

格

部北
特幌線 ・札内 中道

小海
殊市
教中－

育央
７
西
条
３
北
課区

所

消落あ部契

で一アイ

者か免に

費札るに約名

申事す在

等とを税関

税

、
は
き
と
た

課な

を金で額

クケ額た者金

札 こそ札加額あを

入落

か札

決 のの金算）る入

たも免書

定 公他額しを

な

示るわ

指げ行
告入等

。

よ約い

に契

入無

政
アイウエオカキ

の理札権

令入入入一代

書書入人者代

第札札札

書

の の

条ののに札がが理

申員

再者成

のた構

査し

８９

郵落会の。契要そ

限る

者書 及法囲

札約 便計範
での の作 び第内

電
７

目
丁

報条あ 決成

る

よ
に 付付

等
便 交交

郵

地

事た出者事

税っし業

はこいを

業者るが務称

と当北郵

の、とる担

者
出札たきす海便

申落。
、組教号

決だはる道番

後、共織育

定し
速落同の庁

や札企名生－

か者業称涯

記

当 に札に金っ税に

に

落業載

た 定に係額て事

っ め関る

でる

て るし消当札者す

金格あこ

は 入不費該価

の及額とると

、 札正税
札 関行びにすか。

入 に

円の問

書 す為地１るを

資あ消未でわ

に るが方

入、

載 格っ費満、ず

記

記者二同人

さ 、た税の

載載名又人一が

に記記

た

づ金金押は以事し

基

のに入

き額額印そ上項

な代者つ札

、そをがの

札他除い理のい

開の加

が理他

の入訂入人代て

に要し同をの

時札正札
入事て札

お件た一し入

定の

て確札項し者

いが

否他

よ６て 方要

にのっ

札にの

入文低

る法本最
も

めきを

認づ格

は基価
入

。第て

い令っ

な政

所法札
入

る 場方

条札

教所

道道場

海海の

北北
中生付

市庁交

幌育で

札
央涯す

にが体及学

同費所部北

消共消び習
地中道

税企税在小海

費

特幌

の体免・札

等業等

教中

税場事殊市

課の税

事合業

七 業で者育央

九

３

でっ出北

者あ申課区

端札見

る、を条

あて書

れ 条者

が参も

た 件の以数に積

額 違たあ加っ

金 にし下

とる契

に 反入消るすた

該 た税き者約

当 し札費
」、、額 金 入等はは金

の とそ消の 額 札

いの費

う端税

）金に のの 。数等 分分

次でつ入代

、認にたの
し

掲なてを

にきい札理

札上と

た入以た

げい二

た札双

し入の

ののき

者

札

はた入

札しの

入を方

及

、と

な
第効
び有

にる
定限

規に
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